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田
たどころ

所 翔
しょうた

太さん

● 赤見小６年

プロゴルファー
を目指して

　ぼくの将来の夢は、プロゴルファーになることです。そのために、

今は練習場に行って、いとこのお父さんにスイングを教えてもらっ

ています。

　テレビでプロの試合を見ていると、よくあんなに遠くまでボール

を飛ばせるなと思い、ぼくももっとがんばろうという気持ちになり

ます。

　ぼくがプロゴルファーになったら、正確にショットを打ったり、

一回でパットを決めたりできるような選手になりたいです。

みんなの広場に
出てみませんか？

「すてきな仲間たち」「めおと人生」

に登場していただける方を募集し

ています。自薦・他薦は問いません。

※「すてきな仲間たち」「めおと人

　生」は隔月で掲載します

■問合せ　政策調整課広報広聴係

　　         ☎（２０）３０３７

今回の表紙「佐野市成人式（葛生会場）」（葛生あくとプラザ）

　文化会館、田沼中央公民館、葛生あくとプラザで成人式が行われ、色とりどり

の振り袖やスーツで着飾った新成人たちが、友人たちとの再会を喜びながら思いを

新たにしました。

　市の野球協会には社会人１１０チーム、学童野球２３チー

ムが登録し、年間を通し、市内の各会場で１５大会５７０

試合が行われます。

　この全試合を審判員４０人で支えていますが、私たち審

判員は「一球入魂」にあこがれて球場入りする選手ひとり

ひとりに最高の醍醐味を味わっていただけるよう、常にス

ピードあるジャッジを心がけて審判しています。そして、

瞬時のセーフ・アウトといったアクションにスリルと誇り

を感じています。

　現在、野球協会では、こうした審判員の仲間を求めてい

ます。野球に志のある方、審判に興味のある方はぜひお問

い合わせください。

佐野市野球協会

○活動時間　年間随時

○活動場所　市内各球場

○連絡先　　審判部長・須田

　　　　　　☎（６２）９１０９　

野球の審判をやってみませんか？
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○プロフィール

１９４７年、青森県十和田

市生まれの６５歳

地元高校を卒業後、上京し、

デザイン会社に就職。

２７歳で結婚すると同時に、

葛生に移り住み、現在に至

る。

廣瀬 正道さん
（葛生西）

市
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の
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長
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暦
の
上
で
は
間
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
が
、
寒
い
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
空
気
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行

し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
い

を
す
る
な
ど
予
防
を
し
、
体
調
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
元
旦
か
ら
観
光
物
産
会
館
の
初
売
り
式
に
臨
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
内
の
神
社
仏
閣
で
市
民
の
安
全
・
安
心
と
佐
野

市
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
市
主
催
の
新
年
祝
賀
会
が
１
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
市

内
各
界
代
表
者
な
ど
約
１
０
０
０
人
の
皆
様
と
新
し
い
年
の
門
出

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
年
祝
賀
会
と
一
緒
に
佐
野
市

表
彰
式
を
行
い
、
市
政
振
興
に
対
し
多
大
な
寄
附
を
い
た
だ
い
た

１
団
体
６
名
の
方
に
徳
行
章
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
・

カ
ー
ポ
の
ご
厚
意
に
よ
り
佐
野
市
歌
を
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

歌
い
、
祝
賀
会
に
華
を
添
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
本
市
出
身
の
プ
ロ
野
球
選
手
、
石
井
琢
朗
さ
ん
の
現

役
引
退
記
念
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
熱
烈
な
広
島
フ
ァ
ン
も
含
め
、
多
く
の
人
た
ち
が
来
場

し
、
現
役
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ダ
イ
ア
モ
ン
ド　

ユ
カ
イ
さ
ん

と
の
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
か
ら
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

指
導
者
と
し
て
、
石
井
コ
ー
チ
に
は
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
13
日
に
は
成
人
式
が
市
内
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
本
市

で
は
約
１
２
０
０
人
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。
わ
た
し
か
ら
今
年

の
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
「
感
謝
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

今
ま
で
支
え
育
て
て
く
れ
た
周
囲
の
人
へ
の
「
感
謝
」
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
今
後
待
ち
う
け
る
困
難
を
成
長
の
糧
と
し
て
「
感

謝
」
の
心
で
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず

成
長
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
成
人
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
正
英

む
ら
お
こ
し
へ
の
想
い

　

昨
年
８
月
25
日
、
26
日
に
葛
生
の
嘉
多

山
公
園
に
て「
く
ず
う
原
人
ま
つ
り
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
原
人
ま
つ
り
は

昨
年
で
25
回
を
迎
え
、
25
年
と
い
う
長
き

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
昭
和
59
〜
62
年
の
３
年

間
に
渡
る
活
動
な
ど
を
も
っ
て
、
当
時
の

葛
生
町
商
工
会（
現
・
佐
野
市
あ
そ
商
工
会
）

観
光
開
発
専
門
委
員
長
の
廣
瀬
正
道
さ
ん

の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
さ
ん
は「
原
人
ま
つ
り
は
、
民
間
主

導
型
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
頑
張
る

ま
つ
り
で
す
。
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
熱

い
心
が
集
ま
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
と
人
が

結
び
つ
い
た
、
長
く
続
く
ま
つ
り
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
一
緒
に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
き

た
実
行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
は「
原
人
の
も

の
と
さ
れ
て
い
た
化
石
は
考
古
学
的
に
否

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
作
家
・
半
村
良
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ『
古
代
の
渚
』
に
応
援
さ
れ
て

始
め
た
こ
の
ま
つ
り
が
、
地
域
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
、
と
い
う

気
持
ち
で
続
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

昨
年
の
原
人
ま
つ
り
は「
み
ん
な
で
来
て

ね
！
く
ず
う
か
ら
東
北
へ　

夢
と
元
気
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
化
石
発
掘
体
験
や
原
人
村
、

親
子
ワ
イ
ワ
イ
コ
ー
ナ
ー
や
都
内
の
専
門

学
校
の
協
力
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
動
物
園
、

そ
の
ほ
か
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
火
お
こ
し
な
ど
の
タ
イ
ム

を
競
う「
原
人
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
廣
瀬
さ
ん

が
考
え
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゲ
ン
さ

ん
」
の
も
と
、
多
く
の
人
が
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
廣
瀬
さ
ん
が
会
長
を
務
め
、
こ

の
原
人
ま
つ
り
の
中
核
を
担
う
む
ら
お
こ

し
実
行
委
員
会
で
は
、
む
ら
お
こ
し
に
つ

い
て
、
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
う
会
合「
団
・

談
・
暖
」
を
随
時
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
２

月
に
も
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

佐
野
市
あ
そ
商
工
会
内
の
実
行
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

廣
瀬
さ
ん
は「
原
人
は
否
定
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
葛
生
地
区
は
多
く
の
化
石

が
発
掘
さ
れ
る
貴
重

な
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
古
代
の
ま
ち
・
く
ず

う
の
む
ら
お
こ
し
に
携

わ
っ
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
廣
瀬

さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

佐
藤
）

廣瀬さんが考案した
「ゲンさん」

▼

くずう化石館の化石
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市
・
県
民
税
の
申
告
受
付
は
、
２
月
15
日
か
ら
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
こ
の
申
告
は
、

市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
資
料
や
所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資
料
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

期日 受付会場 受付町名

２月１５日（金） 飛駒支所 飛駒

２月１８日（月） 野上支所 御神楽・長谷場・白岩・作原

２月１９日（火）

田沼中央公民館

３階小ホール

（田沼庁舎西側）

石塚・山越・戸室・岩崎

２月２０日（水） 下彦間・山形・梅園・閑馬・小中
２月２１日（木） 栃本・戸奈良

２月２２日（金）
小見・吉水・新吉水・

吉水駅前１丁目～３丁目・船越

２月２５日（月） 赤見・出流原・寺久保

２月２６日（火） 田沼

２月２７日（水）
葛生あくとプラ

ザ

中・牧・豊代・仙波

２月２８日（木）
葛生西１丁目～３丁目・宮下・築地・富士見・

鉢木・長坂・嘉多山・あくと

３月　１日（金） 葛生東１丁目～３丁目・多田

３月　４日（月） 氷室地区公民館 柿平・水木・秋山

３月　５日（火） 吾妻地区公民館
田島・君田・村上・上羽田・下羽田・高橋・

大古屋・庚申塚・船津川・免鳥

３月　６日（水）
城北地区公民館

天神・若松・並木・奈良渕・田之入
３月　７日（木） 堀米

３月　８日（金）

勤労者会館 

久保・相生・高砂・万・伊賀・本・大蔵・朝

日・大町・大橋・天明・大和・亀井・金屋下・

金屋仲・金井上・大祝・金吹

３月１１日（月） 馬門・高山・高萩・北茂呂・茂呂山・越名

３月１２日（火） 上台・七軒・植野・植上・寺中

３月１３日（水） 植下・若宮上・若宮下・伊保内・赤坂・飯田

３月１４日（木）
韮川・富士・大栗・富岡・浅沼・栄・西浦・鐙塚・

黒袴

３月１５日（金）
犬伏上・犬伏中・犬伏下・犬伏新・米山南・関川・

町谷・伊勢山

【受付時間】　
　飛駒支所、野上支所、氷室地区公民館の会場は、

　　　　午前９時３０分から午後３時
　それ以外の会場は、午前９時３０分から午後４時

04

●早めに準備をして正しい申告をしましょう。会場では職員が、お一

　人おひとり聞き取りにより受け付けするため、お時間がかかります。

　時間に余裕をもってお越しください

●申告相談にお越しに来る際は、持ち物をご確認のうえ、お越しくだ

　さい。特に給与や年金の源泉徴収票をお忘れになると申告できませ

　んので、ご注意ください。

※源泉徴収票は少額のものでも必要です。お手元に届いていない場合

　は、給与の場合は給与支払者、年金の場合は年金の事業者へお問い

　合わせください

正
し
い
申
告
と
納
税
推
進
都
市
・
佐
野
市

申
告
期
限（
３
月
15
日
）ま
で
に
申
告
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う

確定申告の問合せ確定申告の問合せ
佐野税務署☎（２２）４３６６佐野税務署☎（２２）４３６６
市・県民税の市・県民税の問合せ問合せ
市民税課　☎（２０）３００８市民税課　☎（２０）３００８

　市・県民税の申告書は２月上旬に郵送します。申告書が届いていない方で申告が必要な方

は、市民税課（東仮庁舎事務棟２階）、田沼、葛生の各総合窓口課、各申告会場に用意して

あるほか、市のホームページからもダウンロードできますのでご利用ください。
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（申告受付に際してのお願い）

1. 混雑緩和のため、なるべく指定された日に申告してください。指定された日に都合がつか
ない場合は、他の日でも申告できます

2. 申告期間中は市民税課窓口での申告書作成のための相談は行いません
3. 給与や年金収入のみの方の確定申告相談は、税務署でなく、市の申告会場となります
4. 給与や年金以外の所得のある方、または申告書の控えに税務署の収受印が必要な方は、佐
野税務署での相談・提出となります

5. 市・県民税からの住宅ローンについて（平成１１年から平成１８年までに入居の方と平成
２１年から平成２５年までに入居の方）、住宅ローン控除を受けようとする方は、年末調整
で申告されるか、申告期限（３月１５日）までに市の申告会場で申告してください

（申告書の書き方）

　申告書をご自身で書く場合は「申告書のかきかた」を参照してください。

　事業などの所得がある方は、別に収支内訳書も作成してください。

※全ての事業所得者は平成２６年１月から記帳・帳簿や受け取った請求書・領収書などの書類

　の保存が義務付けられます

（受付会場に持参するもの）

1. 市・県民税申告書（持参できない場合、受付会場にあります）
2. 確定申告書（税務署から確定申告書が郵送されている方）
3. 印かん（認印）
4. 所得金額を証明する書類（給与所得や公的年金所得の方は源泉徴収票など）
5. 事業所得（農業所得を含む）などのある方は、収入や経費を記載した帳簿や領収書など
6. 平成２４年中に支払った国民年金保険料・国民健康保険税・介護保険料などの領収書、生命
保険料・地震保険料などの控除証明書

7. 障害者控除を受けようとする方は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳ま
たは障害者控除対象者認定書など

8. 医療費控除を受けようとする方は、平成２４年中に支払った医療費の領収書（保険などで
医療費の補てんを受けた方は補てん金額のわかる書類も持参）

9. 所得税の確定申告書を提出せず、市・県民税の寄附金税額控除のみを受けようとする方は、
寄附金受領証明書

　なお、給与所得者で年末調整を受けた控除以外の各種控除(雑損、医療費、社会保険料、扶養な

ど）を受ける場合や、年金受給者が扶養親族等申告書で申告した控除以外の各種控除を受ける

場合など、自主的な申告が必要となります。

【今回の申告（平成２５年度）から適用される主な税制改正】　

生命保険料控除が見直されました
• 平成２４年１月１日以降に生命保険会社又は損害保険会社等と締結した保険契約等（新

契約）について、新たに介護医療保険料控除が設けられ、一般生命保険料控除、介護医療

保険料控除、個人年金保険料控除の３種類となります。それぞれの控除上限額は住民税

２万８千円（所得税４万円）、３種類合計の控除上限額は住民税７万円（所得税１２万円）で

す。

• 平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約等（旧契約）に係る生命保険料控除につ

いては、一般生命保険料控除、個人年金保険料控除の２種類で、計算方法、上限額ともに変

更ありません。

• 新契約と旧契約の両方について控除を受ける場合は、新・旧それぞれの計算方法によりま

す。ただし、３種類それぞれの控除上限額は住民税２万８千円（所得税４万円）、３種類合計

の控除上限額は住民税７万円（所得税１２万円）です。

05
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地域密着型サービスとは
　住み慣れた地域を離れずに生活を続けられるように、地域の特性に応じた柔軟な体制で提供されるサー

ビスです。利用者は佐野市の住民に限定されます。

※サービスの種類、内容などは市町村によって異なります

※食費、日常生活費などが別途負担となるサービスもあります

認知症の方向けのサービス

• 認知症対応型通所介護…認知症の高齢者が、食事・入浴などの介護や支援、機能訓練を日帰りで受けられ

ます（市内に７施設）。

• 認知症対応型共同生活介護…認知症の高齢者が共同で生活できる場(住居）で、食事・入浴などの介護や

支援、機能訓練が受けられます（市内に１８施設）。要支援１の方は利用できません。

通い・訪問・泊まりなどを組み合わせたサービス

• 小規模多機能型居宅介護…小規模な住居型の施設で「通い」を中心に、自宅にきてもらう「訪問」、事業所

へ泊る「宿泊」のサービスを受けられます（市内に９施設）。

地域の小規模な施設で受ける介護サービス

• 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護…定員３０人未満の小規模な介護老人福祉施設で、食事・

入浴などの介護や健康管理が受けられます（市内に５施設）。要支援の方は利用できません。

　介護保険事業所の情報は、市のホームページに掲載していますのでご覧ください。

　（ＨＯＭＥ→「くらしの情報」→「年金・保険」または「福祉」→介護保険指定事業所一覧）

介護保険のサービスを利用するには
　サービスを利用したい方は、要介護認定を受ける必要があります。手続きは次のとおりです。

正
し
く
理
解
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
介
護
保
険
制
度

■問合せ
　介護保険全般に関することは…介護保険課☎（２０）３０２２
　介護予防などに関することは…いきいき高齢課☎（２０）３０２１

要介護・要支援認定の

申請

介護保険被保険者証（６５歳以上の方）、医療保険被保険者証（４０歳

以上６５歳未満の方）をお持ちのうえ、介護保険課（東仮庁舎事務棟１

階）、田沼・葛生の各総合窓口課で申請手続きをしてください。

要介護・要支援の認定
市職員などの調査員が訪問調査を行い、主治医が意見書を作成します。

介護認定審査会で審査判定をします。

認定結果の通知

介護保険課より認定結果通知書と介護保険被保険者証が届きます。

　要介護１～５⇒介護サービスの利用

　要支援１・２⇒介護予防サービスの利用　

　非該当⇒地域支援事業の利用

　　　　　（介護保険以外のサービスが受けられます）

　在宅で介護サービスを利用する方は、介護支援専門員（ケアマネジャー）に相談し、サービス

の利用を開始してください。ケアマネジャーはケアプランを作成するほか、利用者が安心して

サービスを利用できるよう支援します。要支援１、２の方は地域包括支援センターへご相談く

ださい。ケアプラン作成および相談は無料です（全額を介護保険で負担します）。

↓

↓
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介護ベッドにご注意を
　介護ベッドを利用中の事故が多発しています。

　事故の多くは危険な部分があるかどうかの確認と正

しい使い方によって未然に防ぐことができます。

　利用者や介護さ

れる方、また介護

に携わる方は注意

と対策をよろしく

お願いします。

07

介護保険料をきちんと納めましょう
　６５歳以上の方の介護保険料は、第５期介護保険事業計画（平成２４年度から２６年度）により、高齢者の

増やサービス費の利用などを見込んで改定されています。基準額（年額）は、５１，１００円＜第４期＞から

６０，０００円＜第５期＞に改定されました。

　介護保険制度は安心して自立した生活が送れるように、社会全体で支える仕組みです。一人ひとりの介護

保険料は、介護保険の貴重な財源となりますので、納期限までにきちんと納付しましょう。

はつらつ運動教室（介護予防教室）

を開催します！
　介護予防拠点施設「いき

いき元気館たぬま」（田沼町

９０番地２）で、運動教室を

開催します。

　寒い季節こそ、身体を動かして、いきいきと元

気に過ごしましょう。

▲

日時　２月１８日・２５日・３月４日・１１日・

　　　　１８日の各月曜日（全５回）

　　　　午前１０時～１１時３０分

▲

対象・定員　６５歳以上の方・先着１５人

▲

費用　無料

▲

講師　介護予防運動指導員　

▲

内容　基礎体力をつける基本体操、

　　　　尿失禁予防体操など

■

申込　電話で、いきいき高齢課

　　　　☎（２０）３０２１へ

　介護保険料は年金天引き(特別徴収)が原則ですが、年金支給額(年額)が１８万円未満の方や、天引きが一

時期止まってしまった場合などは、納付書による納付(普通徴収)となります。

　「保険料は年金から天引きされている」と思っている方でも、ご自宅に納付通知書が届きましたら、その

通知書で納付方法などを確認し、忘れずに納付しましょう。

●保険料を納めないでいると・・・
　災害など特別な事情がないのに滞納していると、滞納した期間に応じて次のような措置がとられます。

●正しい介護保険料の算定をするために・・・
　介護保険料の金額は、前年の所得と世帯の課税状況により決定します。所得が未申告だと正しい保険料額

の算定ができません。未申告の方は、所得の申告をお願いします。

※収入がなかったり、収入が税金の対象とならない遺族年金・障害年金だけの人なども、所得の申告が必要
　です

１年以上滞納すると

サービスを利用したときの

費用がいったん全額自己負

担となり、申請により後で保

険給付分が支払われます。

２年以上滞納すると

サービスを利用したときの

自己負担が１割から３割に

引き上げられたり、高額介護

サービス費などが受けられ

なくなります。

※納付が困難な方はお早めにご相談ください

→

１年６か月以上滞納すると

保険給付分の一部または全

部が差し止めとなります。 →
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●災害時要援護者避難支援制度ってなに？
集中豪雨や地震などの災害が起こった時、高齢者や障がい者などの「災害時要援護者」（災害時に支援を必要

とする人）は、自力避難が困難となります。そこで、要援護者を、誰が避難所に誘導するかなどについて、あら

かじめ地域住民の皆さんで決めておく『地域ぐるみの助け合い（共助）』の制度です。

この制度は、避難支援に携わる人々の温かい善意によって支えられている制度で、普段からの地域の助け合

いによって、少しでも災害時の被害を減らそうとするものです。

●どんな人が登録できるの？
「災害時要援護者」として登録できる方は、在宅で生活している高齢者（７５歳以上）など次の①～⑧のいず

れかに該当する方の中で、災害が起こった時、自力や家族の支援では避難が困難となる方です。

①ひとり暮らし高齢者、②高齢者世帯、③介護保険の要介護認定者(要介護３以上)、④身体障がい者(主に１･

２級)、⑤知的障がい者(Ａ１･Ａ２･Ｂ１･Ｂ２)、⑥精神障がい者(主に１級)、⑦難病者(神経系)、⑧その他災害

時の支援が必要と認められる方(①～⑦に準ずる方で日常は家族などの援助を受けているが、災害時には支

援が必要な方)

●登録するとどうなるの？
災害が起こり避難勧告や避難指示があった時、避難支援者による避難支援(災害に関する情報を伝えても

らったり、一緒に避難するなどの支援)や安否確認が行われます。なお、登録すると要援護者を支援するため

に必要な情報を記載した避難支援「個別」プランが台帳として整備され、市、消防署、警察署、地域(町会と民

生委員児童委員)に情報が提供されます。

災害時要援護者避難支援制度のお知らせ
災害が起きたら、高齢者や障がい者などをみんなで助けましょう！

■

問合せ　社会福祉課☎（２０）３０２０
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佐野市公の施設の指定管理者が決定しました　

▲

指定管理者とは

　市の指定を受けた団体が「指定管理者」となり、公の施設の管理運営を行います。指定管理者には株式

会社などの民間事業者を含めた幅広い団体を指定することができます。▲

制度の目的

　公の施設の管理運営に民間の能力を活用しつつ、市民サービスの向上を図るとともに、経費の削減など

を図ることを目的とするものです。▲

指定管理者の決定方法について

　提出された指定申請書の内容を「指定管理者選定委員会」において審査し、選定された指定管理者候補

者が市議会の議決を経て指定管理者となりました。▲

審査内容

①住民の平等利用が確保されているか、②施設の効用（設置目的）が最大限発揮されているか

③管理経費の縮減が図られているか、④施設の管理運営を安定して行う人的・物的能力を有しているか

⑤事業提案の内容　など▲

決定した指定管理者　　　　　　　　　　　　　　　※指定期間はすべて平成２５年４月１日から

■

問合せ　行政経営課☎（２０）３００５

09

対象施設 指定管理者　 指定期間

佐野共同高等産業技術学校
職業訓練法人　佐野共同高等産業技術学

校運営会
平成２８年３月３１日まで

①佐野市文化会館

②佐野市葛生あくとプラザ
株式会社ケイミックス（２施設一体管理）

平成３０年３月３１日まで
①佐野市立図書館

②佐野市立田沼図書館

③佐野市立葛生図書館

④佐野市視聴覚ライブラリー

大高商事・藤井産業・図書館流通センター

共同事業体（４施設一体管理）

①佐野市田沼グリーンスポーツセンター

②佐野市田沼総合運動場

③佐野市田沼西運動場

フクシ・佐野造園業組合共同事業体

( ３施設一体管理）
平成２８年３月３１日まで

【募集住宅】※家賃は、入居される世帯の収入により決定します

住宅名 完成年度 構造・間取り 家賃 募集戸数 備考

高萩 昭和６３年 ４階建 ３ＤＫ ２１，０００～４１，３００円 １戸

浅沼 昭和５８年 ４階建 ３ＤＫ １７，３００～３４，１００円 １戸

米山

平成６年 ７階建 ２ＤＫ １８，０００～３５，３００円 ２戸 単身申込可能・エレベーター有

平成１３年 ７階建 ２ＬＤＫ２２，３００～４３，８００円 ２戸 エレベーター有

平成４年 １０階建 ３ＤＫ ２２，３００～４３，８００円 ２戸 エレベーター有

奈良渕 昭和５５年 ４階建 ３ＤＫ １３，８００～２７，２００円 ３戸 風呂釜、浴槽あり

米山南 昭和５６・５７年 ４階建 ３ＤＫ １４，９００～２９，７００円 ２戸

駅南ハイツ 昭和６３年 ５階建 ３ＤＫ ３５，０００円 １戸 再開発住宅

▲

申込　２月４日（月）～１５日（金）の間に、直接、建築住宅課（田沼庁舎新館１階）へ
　応募が募集戸数を超えた場合は、公開抽選により入居者を決定します。
　※入居の際には連帯保証人が２人必要となります
　（二次募集）募集戸数に満たない住宅があった場合は、二次募集を行い、随時入居者を決定します。

市営住宅・駅南ハイツの入居者募集　
　申込資格や添付書類については、「募集のご案内」を必ずご確認のうえお申し込みください。

　「募集のご案内」は、建築住宅課（田沼庁舎）、佐野・葛生の各総合窓口課で２月１日（金）から配布します。

■問合せ　建築住宅課☎（６１）１１６６
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日
（水）
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４
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sctv.jp

※
申
込
用
紙
は
協
会
の
ほ
か
、
各

中
学
校
、
市
役
所
東
仮
庁
舎
事
務

棟
玄
関
、
田
沼
・
葛
生
の
各
行
政

セ
ン
タ
ー
で
お
配
り
し
て
い
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ　

同
会
☎
（２４）
４
４
４
７

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

　

内
閣
府
で
は
、
平
成
25
年
度
に

実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業
の

参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

内
閣
府
担
当
☎
０
３

（
３
５
８
１
）１
１
８
１

http://w
w
w
.cao.go.jp/koryu/

栃
木
県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０
７
６

冬
の
野
鳥
観
察
会

▼
日
時　

２
月
23
日
（土）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

※
雨
天
の
際
は
中
止
に
な
り
ま
す

▼
会
場　

栃
本
公
園

▼
定
員　

先
着
30
人（
無
料
）

▼
持
ち
物　

双
眼
鏡
な
ど

▼
申
込　

２
月
18
日
（月）
ま
で
に
、

電
話
で
、
環
境
政
策
課
☎
（６１）
１
１

５
５
へ

入
札
な
ど
の
ご
案
内
を
し
ま
す

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
２
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

市
の
姉
妹
都
市
ラ
ン
カ
ス
タ
ー

市
の
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

入
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
受
け
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
に

対
象
と
な
る
中
学
生
が
い
る
際

は
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
へ
の
派

遣
生
徒
募
集
時

に
、
一
般
と
は

別
枠
で
の
応
募

が
で
き
ま
す
。

▼
受
入
期
間　

５
月
14
日
（火）
〜
20

日
（月）
ま
で
の
７
日
間
（
予
定
）

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

期
間
中
の
送
迎
が
で
き
、
対
面
式

お
よ
び
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の

出
席
が
可
能
な
ご
家
庭

※
無
償
で
の
受
け
入
れ
で
す

▼
定
員　

20
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
生
徒

の
受
け
入
れ
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考

▼
申
込　

３
月
29
日
（金）
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
を
ご
記
入
の
う

え
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
国
際
交
流

協
会
へ

〒
３
２
７
‐
０
０
０
３　

佐
野
市
大
橋
町
２
１
８
３

10

健
康
福
祉

高
齢
者
福
祉
事
業
を
請
け
負

う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

▼
対
象
事
業　

①
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お
む
つ

券
給
付
事
業
…
市
内
の
登
録
さ
れ

た
薬
局
な
ど
で
、
券
を
使
っ
て
紙

お
む
つ
を
購
入
で
き
る
事
業

②
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
…
高
齢

者
が
保
険
適
用
外
の
施
術
を
受
け

る
際
に
、
施
術
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業

※
知
事
ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
の

印
の
あ
る
免
許
証
が
必
要
（
申
込

の
際
に
写
し
を
提
出
）

③
高
齢
者
寝
具
洗
濯
事
業
…
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
の
寝
具

を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
事
業

▼
申
込　

２
月
28
日
（木）
ま
で
に
、

印
か
ん
、
通
帳
な
ど
助
成
金
振
込

先
口
座
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち

の
う
え
、
い
き
い
き
高
齢
課
（
東

仮
庁
舎
事
務
棟
１
階
）
に
備
え
付

け
の
申
請
書
を
記
入
し
、
直
接
ご

提
出
く
だ
さ
い

※
①
・
②
の
事
業
に
つ
い
て
、
登

録
済
み
の
事
業
者
に
は
後
日
継
続

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す

※
③
の
事
業
に
つ
い
て
、
後
日
、

募

集

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞらあおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみやまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎせせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０佐野市犬伏下町１７６５１☎２４５１２０

佐野犬伏
デイサービスセンター

佐野犬伏
デイサービスセンター

おもててなししの心心で ししえしますますしのしのししししししししおもてなて 心ででお えええ心 迎迎の心 おなお えなななしおもおもおもてなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎えしえしえし すますますますおもおもおもてなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎えしえしえし すますますますてなてなてなてなてなてなてなななてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおてなてなてなてななななななてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で
いいいいわせくいいいいいいいいいいいい                       おおおお                            気 におにお わわわわわわわわお気 にお いい合わ合 せくくくださださいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださださいいいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださださいいいいいいいいいいいいいいい合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくださださださださだだだだだだだいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくだだだだだだだだだだだおおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問い問い問い問おおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問い問い問い問おおおおおおおおおおおおおおお いおおおお問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問問い問い問い問い問い問い いいいいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
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さ
の
ま
る
音
頭
「
子
ど
も
カ

ラ
オ
ケ
大
会
」
参
加
者
募
集

　

さ
の
ま
る
２
歳
の
お
誕
生
日
会

＆
佐
野
ラ
ー
メ
ン
祭
り
で
「
さ
の

ま
る
音
頭
」
の

カ
ラ
オ
ケ
や
ダ

ン
ス
を
ご
披
露

く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
後
日
配
布

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
日
時　

２
月
24
日
（日）
午
後
１
時

（
集
合
は
午
後
０
時
30
分
）

▼
会
場　

市
役
所
建
設
予
定
地

▼
対
象
・
定
員　

市
内
に
お
住
ま

い
の
５
歳
〜
小
学
６
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
10
組
〜
15
組
程
度
（
１

組
５
人
ま
で
）

※
申
し
込
み
多
数
の
際
は
抽
選

▼
申
込　

２
月
15
日
（金）
ま
で
に
、

事
務
局
備
え
つ
け
の
申
込
用
紙
を

ご
記
入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
佐
野
ブ
ラ
ン
ド

広
報
活
動
推
進
委
員
会
事
務
局

（
ま
ち
な
か
活
性
化
ビ
ル
「
佐
野

未
来
館
」４
階
）
FAX 

（２２）
８
８
３
１

へ※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ　

同
事
務
局
☎
（２７）
３
０

１
２

11

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

わ
ん
ぱ
く
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

▼
期
日　

２
月
24
日
（日）

※
午
前
６
時
に
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

に
集
合
の
予
定

▼
会
場　

軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
ス
キ
ー
場（
長
野
県
）

▼
対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
生

（
保
護
者
の
同
伴
可
）

▼
講
師　

佐
野
ス
キ
ー
協
会
員

▼
定
員　

先
着
40
人

▼
費
用　

３
５
０
０
円（
レ
ン
タ

ル
ス
キ
ー
、
リ
フ
ト
券
な
ど
別
途
）

▼
申
込　

２
月
５
日
（火）
以
降
、
代

金
を
添
え
て
直

接
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ま
た
は
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２６）
０
０
６
５

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
団
体

交
流
大
会

　

交
流
試
合
の
ほ
か
、
日
本

ユ
ニ
シ
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（
２
０
１
２
年
全
日
本
実
業
団
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
優
勝

チ
ー
ム
）
に
よ
る
技
術
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
17
日
（日）

（
受
付
）
午
前
９
時
〜
９
時
15
分
、

（
試
合
開
始
）午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
会
場　

運
動
公
園
市
民
体
育
館

▼
定
員　

初
・
中
級
の
部
12
チ
ー

ム
、
中
・
上
級
の
部
12
チ
ー
ム
（
１

チ
ー
ム
６
〜
８
人
）

※
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
不
可

▼
費
用　

１
チ
ー
ム

　

１
万
２
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

▼
試
合
形
式　

団
体
戦
方
式
（
１

試
合
男
子
・
女
子
の
各
ダ
ブ
ル
ス
、

混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
３
ゲ
ー
ム
）

▼
申
込　

事
務
所
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
ご
記
入
の
う
え
、
直
接

ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
同
公

園
管
理
事
務
所

へ■
問
合
せ　

同
事
務
所
☎
（２５）
０
４

０
３
・
FAX 

（２５）
３
５
８
１

さ
の
６
時
間
耐
久
マ
ラ
ソ
ン

▼
日
時　

３
月
10
日
（日）

（
受
付
）
午
前
８
時
45
分
か
ら

（
開
始
）
午
前
10
時
か
ら

▼
会
場　

運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
定
員　

ソ
ロ
１
５
０
人
、
リ

レ
ー
50
組
（
リ
レ
ー
は
２
人
以
上

10
人
ま
で
）

▼
費
用　

ソ
ロ
５
０
０
０
円
、

リ
レ
ー（
１
人
）
３
０
０
０
円

▼
内
容　

１
周
１
キ
ロ
程
度
の
周

回
コ
ー
ス
を
６
時
間
で
走
れ
た
距

離
を
測
り
ま
す

▼
申
込　

事
務
所
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
ご
記
入
の
う
え
、
２
月

10
日
（日）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
同
公
園
管
理
事

務
所
へ

■
問
合
せ　

同
事
務
所
☎
（２５）
０
４

０
３
・
FAX 

（２５）
３
５
８
１

唐
沢
山
城
跡
の
講
演
会

　

唐
沢
山

城
跡
の
重

要
性
な
ど

を
ご
紹
介

し
ま
す

▼
日
時　

２
月
23
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

▼
会
場　

城
北
地
区
公
民
館

▼
定
員　

先
着
１
０
０
人

▼
講
師
・
演
題　

浅
野
晴
樹
さ
ん

(

埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博

物
館
・
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
長
）

「
考
古
学
か
ら
み
た
佐
野
氏
拠
点

の
変
遷
」、
松
本
一
夫
さ
ん（
栃
木

県
立
宇
都
宮
商
業
高
等
学
校
定
時

制
教
頭
）「
文
献
史
料
か
ら
み
た
佐

野
氏
の
動
向
と
唐
沢
山
城
根
小
屋

地
区
」

■
申
込　

２
月
18
日
（月）
ま
で

に
、
電
話
で
、
生
涯
学
習
課
☎
（６１）

１
１
７
４
へ

建物総合管理・フードサービス事業

株式会社　旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

ご予約・お問い合わせは

レイクサイド佐野予約受付まで
（8：30～17：15）

市民優先予約　2月1日より
6月分の受付開始！

2月の宿泊料は
通常期より１割引きに
なっています♪

2月は宿泊料がお得！ 送迎バスも毎日運行！

３月１５日（金）まで
冬期無料送迎バスを
毎日運行しています♪

グループホーム 青 い 空
（地域密着型介護サービス　認知症対応型共同生活介護）

佐野市山形町２９６

☎６５-００１７

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください
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▼
対
象　

18
歳
以
上
で
次
の
国
家

免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
方
（
衛

生
・
語
学
・
整
備
・
情
報
処
理
・

通
信
・
電
気
・
建
設
・
放
射
線
管

理
な
ど
）

▼
試
験
内
容　

小
論
文
・
個
別
面

接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

【
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補

生（
一
般
・
技
能
）】

　

申
込
は
４
月
26
日
（金）
必
着
で

す
。

▼
試
験
期
日　

５
月
11
日
（土）
、
12

日
（日）
▼
対
象　

大
卒
ま
た
は
院
卒
の
方

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

■
問
合
せ　

自
衛
隊
栃
木
地
方
協

力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４
（７３）
０
２
３
０

と
ち
ぎ
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

in　

う
つ
の
み
や

　

花
き
の
品
評
会
、
花
き
や
特
産

品
・
野
菜
の
販
売
や
花
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
９
日
（土）
〜
11
日
（祝）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
初
日
９
日
は
午
前
10
時
か
ら
、

最
終
日
11
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
会
場　

道
の
駅
う
つ
の
み
や
・

12

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
パ

レ
ッ
ト
」
編
集
委
員
を
募
集

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
方

※
任
期
は
平
成
25
年
４
月
〜
27
年

３
月

▼
定
員　

２
人（
選
考
あ
り
）

▼
申
込　

２
月
22
日
（金）
ま
で
に
、

任
意
の
用
紙
に
①
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
、

②
主
な
職
歴
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
各
種
団
体
で
の
活
動
、
④
応
募

動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
入

の
う
え
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
男

女
共
同
参
画
課
へ

〒
３
２
７
‐
０
０
０
３　

佐
野
市
大
橋
町
２
１
８
３

FAX 

（２１）
２
７
７
４　

　

danjyo@
city.sano.lg.jp

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２７）
２
３
５
４

平
成
２５
年
度　

（財）
三
好
園

奨
学
生
の
募
集

▼
対
象　

高
校
卒
業
者
、
卒
業
見

込
者
で
学
校
長
の
推
薦
す
る
方

①
４
年
制
大
学
進
学
者
で
学
習
活

動
そ
の
他
の
品
行
が
正
し
く
、
健

康
で
、
将
来
社
会
に
貢
献
し
う
る

有
用
な
人
材
で
あ
る
方

②
出
身
高
校
ま
た
は
在
学
校
に
お

け
る
全
学
年
を
通
じ
た
学
習
成
績

評
定
平
均
値
が
、
５
を
満
点
と
し

た
と
き
に
４
以
上
で
あ
る
方

▼
貸
与
金
額　

年
額
36
万
円

▼
貸
与
期
間　

在
学
４
カ
年

▼
申
込　

平
成
25
年
３
月
末
日
ま

で
に
、
履
歴
書
、
推
薦
書
（
当
園

指
定
）、
成
績
証
明
書
、
小
論
文

を
添
え
て
直
接
、
（財）
三
好
園
（
田

沼
町
３
６
２
）
へ

※
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.sankouen.org/

■
問
合
せ　

（財）
三
好
園
☎
（６２）
５
４

９
７

予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）、

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

（
一
般
・
技
能
）の
募
集

【
予
備
自
衛
官
補
】

　

申
込
は
４
月
３
日
（水）
必
着
で

す
。

▼
試
験
期
日　

４
月
12
日
（金）
〜
15

日
（月）
▼
採
用
数　

約
５
２
０
人

（
一
般
予
備
自
衛
官
補
）

▼
対
象　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

▼
試
験
内
容　

筆
記
試
験
・
作
文

（
技
能
予
備
自
衛
官
補
）

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

▼
入
場
料　

６
０
０
円
（
前
売
券

は
５
０
０
円
で
発
売
中
）

※
中
学
生
以
下
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
お
よ
び
そ
の
付
添
１

人
は
無
料

■
問
合
せ　

同
実
行
委
員
会

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
３
２
９

「
つ
る
し
雛
」
と
「
環
境
と

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
」

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新
都
市
１

階
の
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
開
催

し
ま
す
。
お
買
い
物
の
合
間
に
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
つ
る
し
雛
】（
事
前
申
込
不
要
）   

 

不
要
に
な
っ
た
着
物
や
帯
を
利

用
し
、
つ
る
し
雛
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
15
日
（金）
①
午
前
10

時
〜
正
午
、
②
午
後
１
時
〜
３
時

▼
実
施
団
体　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
さ

の
ク
ラ
ブ
（
シ
ル
バ
ー
会
員
）

【
環
境
と
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
】

　

小
学
生
の
環
境
学
習
授
業
、
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動
、
高
校
の

生
物
部
の
研
究
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間　

２
月
12
日
（火）
〜
17
日
（日）

■
問
合
せ　

ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
（２３）

８
１
５
３

催

物

し

※詳しくは店頭窓口までお問い合わせください。

※平成２５年１月１０日現在

変動金利（基準金利） 最大割引後金利 変動金利（基準金利） 最大割引後金利



KOUHOU SANO
H25.2.1

13

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

NPO 法人さのっこ  

佐野小、天明小の１～６年までの入所児童募集中!! 

学童保育所ひまわりキッズ

*その他の小学校については、お問い合わせください。 

見学随時 OK!いつでも遊びに来てね 

TEL:0283-23-6299

http://ameblo.jp/himawarikids2009/

●
小
田
和
夫
様（
相
模
原
市
）

●
北
村
眞
治
様（
さ
い
た
ま
市
）

歴
史
又
は
文
化
を
活
か
し
た
事
業

●
川
又
勝
雄
様（
東
京
都
足
立
区
）

そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業　●
匿
名
希
望
の
方
９
人

佐
野
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ

の
ま
る
の
活
動
に
関
す
る
事
業
・

そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
　

多
大
な
る
ご
寄
付
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

政
策
調
整
課
☎
（２０）
３

０
０
０

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
を
救
う
」

　

市
で
は
、
佐
野
市
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

ロ
ジ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
共
催

で
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

地
域
を
救
う
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
当

日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い（
無
料
）。

▼
日
時　

３
月
４
日
（月）
午
後
６
時

30
分
〜
９
時

▼
会
場　

文
化
会
館

▼
内
容　

①
基
調
講
演
…
牛
山
泉

さ
ん
（
足
利
工
業
大
学
学
長
）「
大

き
く
動
き
始
め
た
我
が
国
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向
」

②
講
演
…
村
上
敦
さ
ん
（
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）「
Ｅ
Ｕ
で
活

発
化
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
町
づ
く
り
」

■
問
合
せ　

政
策
調
整
課
☎
（２０）

３
０
０
０

佐
野
法
人
会

春
季
一
般
公
開
講
演
会

▼
日
時　

２
月
16
日
（土）
午
後
２
時

か
ら

▼
会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
佐
野

▼
講
師　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被

害
者
家
族
連
絡
会
の
横
田
滋
・
早

紀
江
ご
夫
妻

▼
定
員　

先
着
４
０
０
人（
無
料
）

▼
申
込　

任
意
の
用
紙
に
所
属
団

体
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
者
名（
５
人
ま
で
）
を
ご
記
入

の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
公

益
社
団
法
人
佐
野
法
人
会
FAX 

（２１）

２
５
２
３
へ

■
問
合
せ　

同
会
☎
（２２）
８
８
８
４

市
民
活
動
団
体
紹
介
パ
ネ
ル

展
２
０
１
３

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
多
彩
な
団
体
活
動
紹
介
と
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
音
楽
演
奏
な
ど
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
９
日
（土）
・
10
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

■
問
合
せ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ね
っ
と
☎
（２０）
５
１
６
６

２
月
の
茶
会

▼
日
時　

２
月
17
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
会
場　

万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館
和
室

▼
席
主　

安
藤
宗
節
さ
ん（
佐
野

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
表
千
家
）

▼
茶
券　

５
０
０
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ　

同
館
☎
（２３）
０
７
２
８

「
水
と
緑
と
万
葉
の
ま
ち
づ

く
り
基
金
」
に
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
方
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で

に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
お
名
前
・
指
定
事
業

名
順
・
受
入
順
）。

●
清
水
健
一
様（
東
京
都
杉
並
区
）

●
株
式
会
社
ブ
ル
ー
ヒ
ル
ズ
様

（
宇
都
宮
市
）

子
育
て
を
支
援
す
る
事
業

お
知
ら
せ

佐野市新年祝賀会・佐野市表彰式
　１月７日に行われ、市政に功労・功績のあり

ました次の方々に表彰状などが贈られました。

【市政功労者】

（寄付受入順）

徳行章受章（個人で

１００万円以上、団体

で３００万円以上の金

品を市に寄付した方）

■問合せ　秘書課☎(２０)３００６

●仲山さよ子 様　
●株式会社オオガノ 様
●小堀光詮 様
●関野美 様
●正田利一郎 様
●関野義治 様
●久保田博 様
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相談は無料、匿名ＯＫ、秘密は厳守します

佐野地区労働組合会議　わたらせユニオン

TEL.0283-22-2633
平日 午前１１時～午後４時まで受付します

解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます
解解解解解解解解雇雇雇雇雇雇雇ななななななななどどどどどどどど職職職職職職職職場場場場場場場場のののののののの困困困困困困困困りりりりりりりりごごごごごごごごとととととととと
電電電電電電電電話話話話話話話話でででででででで相相相相相相相相談談談談談談談談にににににににに応応応応応応応応じじじじじじじじまままままままますすすすすすすす
解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます
解雇など職場の困りごと
電話で相談に応じます

す

登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写

し
や
戸
籍
の
謄
本
な
ど
の
証
明
書
の
不
正
取

得
を
防
止
す
る
た
め
、
証
明
書
を
第
三
者
に

交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
た
方
に
、

そ
の
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

▼
登
録
で
き
る
方

　

佐
野
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方
、
佐
野
市
が
編
製
し
た
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方

▼
登
録
窓
口　

佐
野
・
田
沼
・
葛
生
の
各
総

合
窓
口
課
、
赤
見
・
野
上
・
新
合
・
飛
駒
の

各
支
所

▼
登
録
に
必
要
な
も
の（
持
っ
て
く
る
も
の
）

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
（
窓
口
に
来
る
方
の
本
人

確
認
書
類
）

・
法
定
代
理
人
の
場
合
は
、
併
せ
て
そ
の
資

格
を
証
明
す
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

・
法
定
代
理
人
以
外
の
代
理
人
の
場
合
は
、

併
せ
て
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
（
委
任

状
と
委
任
者
の
本
人
確
認
書
類
「
コ
ピ
ー
可
」）

※
他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
方
な
ど
は
、

郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請

書
と
い
っ
し
ょ
に
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー

を
送
付
し
て
く
だ
さ
い

▼
登
録
有
効
期
間　

登
録
の
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
間
（
期
間
満
了
の
１
カ
月
前
か
ら
更

新
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
）

▼
通
知
の
対
象
と
な
る
証
明
書
・
住
民
票
の

写
し
、
住
民
票
に
記
載
を
し
た
事
項
に
関
す

る
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
戸
籍
の

謄
本
お
よ
び
抄
本
、
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項

に
関
す
る
証
明
書

▼
通
知
さ
れ
る
内
容　

交
付
年
月
日
、
証
明

書
の
種
別
、
通
数
、
第
三
者
の
種
別
の
４
項

目※
通
知
に
記
載
さ
れ
た
内
容
以
外
の
事
項
に

つ
い
て
は
、
佐
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
本
人
よ
り
開
示
請
求
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
開
示
請
求
が
認
め
ら

れ
な
い
場
合
や
一
部
非
開
示
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

■
問
合
せ　

佐
野
総
合
窓
口
課
☎
（２０）
３
０
１
６

不
動
産
公
売
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？

　

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
当
日
、
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
27
日
（水）
午
後
１
時

50
分
か
ら
（
受
付
午
後
１
時
、
入

札
説
明
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場　

文
化
会
館
会
議
室

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０
１

０ 【公売対象不動産】

物件の所在
赤坂町９５４
番１４

新吉水町
５４６番地４

公簿地積
１,２８１㎡

（田）※転用可
２９９．５９㎡
（宅地）

見積価格 ２７，７００千円 ６，０００千円

公売保証金 ２，７７０千円 ６００千円

詳しくは市ホームページをご覧ください

今
月
の
納
税

　

２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０
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女
性
の
再
就
職
相
談
会

（
特
設
相
談
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な
ど
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
求
職
申
込
書

の
ご
案
内
も
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
７
日
（木）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場　

こ
ど
も
の
国

▼
費
用　

相
談
・
託
児（
６
カ
月

以
上
就
学
前
ま
で
）
と
も
無
料

■
申
込
・
問
合
せ　

電
話
で
、
男

女
共
同
参
画
課
☎
（２７）
２
３
５
４
へ

新
任
町
会
長
の
ご
紹
介

　

平
成
25
年
１
月
17
日
付
け
で
、

次
の
方
が
町
会
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
（
敬
称
略
）。

・
船
越
北
町
会　

大
川
秀
夫

■
問
合
せ　

行
政
経
営
課
☎
（２０）

３
０
０
５

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記

録　

も
う
一
度
ご
確
認
を

　

い
ま
だ
約
２
２
０
０
万
件
の
持

ち
主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
年

金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」

が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る

方
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

（
０
５
８
）
５
５
５
、
栃
木
年
金

事
務
所
☎
０
２
８
２
（２２）
６
０
７
４

国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
た
り
、
納
め
忘
れ
も
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
割
や
前
納

に
よ
る
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

年
金
手
帳
や
納
付
書
な
ど
の
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
お
よ
び

通
帳
と
そ
の
届
け
出
印
を
お
持
ち

の
う
え
、
金
融
機
関
ま
た
は
栃

木
年
金
事
務
所
で
お
願
い
し
ま
す

（
前
納
希
望
の
場
合
、
２
月
28
日

年
金
事
務
所
必
着
）。

■
問
合
せ　

佐
野
総
合
窓
口
課

☎
（２０）
３
０
１
９

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　

１
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
方
々
が
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

■
問
合
せ　

人
権
推
進
課
☎
（６１）
１
２

２
７

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
に
す
ぐ
に
ご
連
絡
を
！

　

「
も
し
か
し
て
、
虐
待
？
」
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
く
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

だ
さ
い
。

■
連
絡
先　

児
童
相
談
所
全
国

共

通

ダ

イ

ヤ

ル
☎
０
５
７
０

（
０
６
４
）０
０
０
、
児
童
虐
待
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
（
夜
間
、土
・
日
曜
日
、

祝
日
な
ど
）
☎
０
２
８（
６
６
５
）

３
６
７
７
、
県
南
児
童
相
談
所
☎

０
２
８
２
（２４）
６
１
２
１
、
佐
野
市

児
童
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
（２１）

６
７
７
２　

※
子
育
て
全
般
で
お
悩
み
の
方
は

家
庭
児
童
相
談
室
☎
（２０）
３
０
０
２

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
な

ど
に
よ
り
調
製
し
た
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
縦
覧
後
、

３
月
31
日
（日）
に
確
定
し
、
そ
の
後

の
農
業
委
員
の
選
挙
な
ど
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

２
月
23
日
（土）
〜
３

月
９
日
（土）

▼
縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

（
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
１
階
）

■
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

☎
（２０）
３
０
３
４

あきやま学寮からのお知らせ
　皆さんのお越しをお待ちしています。

★冬の特典（３月３１日まで）　

• 冬期料金…３月までは通常の半額の料金で宿泊でき

　　　　　ます

• 大宴会プラン…宴会料理＋宿泊＋朝食付きでおひと

• 　　　　　　　り５２５０円でご用意

• 入浴券（ラジウム温浴）を発行…通常入浴料１回

３１０円を１１枚綴りで１０００円で提供

●耳うどん作りの駅のお知らせ

　作る体験だけでなくレストランで食べることもでき

ます。

• 「耳うどんセット」１０００円…ラジウム温浴＋耳う

どん＋ケーキセット（ソフトドリンク付）

■申込・問合せ　

　あきやま学寮総合管理棟☎（８７）０２０３

　（受付時間は午前９時～午後４時）

お名前（おところ） 電話番号

加藤敏子（船津川町）☎（２４）１２４８

山﨑光子（栃本町） ☎（６２）００５６

野尻真弓（田沼町） ☎（６２）８８４１

加藤清（築地町） ☎（８５）２９２７

人権に関する困りごとなどは、お

気軽にご相談ください。

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

　

事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要

（
無
料
）
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
15
日
（金）
午
後
１
時

〜
３
時
30
分（
受
付
は
３
時
ま
で
）

▼
会
場　

佐
野
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼
対
象　

福
祉
の
お
仕
事
を
お
探

し
の
方
、
今
春
卒
業
見
込
み
の
専

門
学
校
生
、
短
大
生
、
大
学
生

■
問
合
せ　

（福）
栃
木
県
社
会
福
祉

協
議
会
☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６

２
２

２月１１日（祝・月）はごみステーションにごみを出さないようにご注意ください　

この日は、ごみの収集および清掃センターでの受け入れは行いません。 

■問合せ　クリーン推進課☎（２３）８１５３
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必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃
金

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
平
成
24
年

10
月
１
日
か
ら
１
時
間
７
０
５
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、県
内
の
６
つ
の
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
は
、
同
年
12
月

31
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

■
問
合
せ　

栃
木
労
働
局
☎
０
２
８

（
６
３
４
）９
１
０
９
、
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

16

随
時
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

契
約
検
査
課
☎
（２０）
３

０
２
７

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談　

▼
日
時　

３
月
６
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

▼
会
場　

足
利
労
政
事
務
所

▼
対
象　

労
働
者
お
よ
び
使
用
者
、

求
職
者
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不

調
な
ど
で
既
に
退
職
し
て
い
る

方
、
ま
た
不
調
を
抱
え
る
方
の
親

族
・
同
僚
・
上
司
な
ど

■
申
込　

３
月
１
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
同
事
務
所
☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１
へ

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

巡
回
相
談
会

【
佐
野
会
場
】

▼
日
時　

３
月
12
日
（火）
午
後
１

時
〜
５
時

▼
会
場　

勤
労
者
会
館

■
申
込　

３
月
８
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
同
館
☎
（２１）
１
８
３
０
へ

【
足
利
会
場
】

▼
日
時　

２
月
28
日
（木）
・
３
月

28
日
（木）
各
日
午
後
１
時
〜
４
時

▼
会
場　

栃
木
県
足
利
庁
舎

※
同
日
午
前
に
は
就
職
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

■
申
込　

各
実
施
日
の
２
日
前
ま

で
に
、
電
話
で
、
足
利
労
政
事
務

所
☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１
へ

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

施
設
内
訓
練
生
の
募
集

▼
募
集
期
間　

２
月
１
日
（金）
〜
22

日
（金）
（
選
考
は
３
月
５
日
（火）
）

※
①
の
み
定
員
に
満
た
な
い
場

合
、
３
月
８
日
（金）
〜
19
日
（火）
で
２

次
募
集
を
行
い
ま
す

▼
費
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

保
険
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
申
込　

同
校
☎
０
２
８
４
（９１）
０

８
０
３（
雇
用
保
険
受
給
者
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

大
臣
表
彰
の
お
知
ら
せ（
敬
称
略
・
順
不
同
）

厚生労働大臣表彰

亀井久子（葛生東）

社会福祉功労

経済産業大臣表彰

長谷川典子（石塚町）

統計調査功労

経済産業大臣表彰

三澤公子（相生町）

統計調査功労

佐
野
市
小
規
模
契
約
希
望
者

登
録
の
新
規
・
更
新
手
続

　

市
の
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設

工
事
や
修
繕
お
よ
び
、
物
品
の
製

造
・
販
売
、
役
務
の
提
供
は
、
原

則
と
し
て
事
前
に
登
録
さ
れ
た
複

数
の
登
録
者
と
の
見
積
競
争
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
制
度
に
登
録
し
て

い
る
方
で
平
成
25
年
度
へ
の
更
新

を
希
望
す
る
場
合
、
ま
た
は
新
規

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
書

類
を
揃
え
た
う
え
で
、
直
接
、
契

約
検
査
課（
南
仮
庁
舎
１
階
）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
更
新
登
録
を
希
望
す
る
方
】

▼
提
出
期
間　

２
月
13
日
（水）
〜
３

月
13
日
（水）

▼
対
象　

平
成
24
年
度
小
規
模
等

契
約
希
望
者
登
録
済
み
の
業
者

▼
提
出
書
類　

納
税
証
明
書（
最

新
の
年
度
、
決
算
期
の
も
の
）、

誓
約
書
２
種
類
（
暴
力
団
排
除
関

係
・
談
合
関
係
）

○
建
設
工
事
希
望
者

個
人
…
市
税
該
当
す
べ
て

法
人
…
市
税
該
当
す
べ
て

○
物
品
・
役
務
の
希
望
者

個
人
…
市
税
該
当
す
べ
て

法
人
…
市
税
該
当
す
べ
て

【
新
規
登
録
を
希
望
す
る
方
】　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札
契

約
情
報
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

う
え
、
登
録
申
請
書
、
誓
約
書
を

▲

募集科目・定員・期間

訓練科名 定員 訓練期間

機械加工科
ＮＣ機械科
板金溶接科

①各５人
②各５人

４月８日（月）～
９月３０日（月）

電気設備科
①５人
②４人

４月８日（月）～平成
２６年３月２５日（火）

①は求職者、
②は平成２４年度高校卒業見込者

最低賃金の種類 時間額（円）
塗料製造業 ８５６円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ７９９円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具
情報通信機械器具製造業 ７９９円

自動車・同附属品製造業 ８０２円

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品製造業、光学機械器具・レンズ
製造業、医療用計測器製造業、時計・同部分品製造業

７９９円

各種商品小売業 ７６３円
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講
座情

報

市
内
で
開
催
さ
れ
る
、

講
座
や
教
室
な
ど
の
情
報
で
す
。

セルフケア講座「女性のため
のストレスマネジメント」

▲

日時　２月２５日、３月１１日・
　２５日の各月曜日（全３回）
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　男女共同参画推進セン
　ター（パレットプラザさの）

▲

講師　竹内久美子さん（認定心理士
　・フェミニストカウンセリング学会員）

▲

定員　先着１５人（無料）
■申込　２月２２日（金）までに、
　　　　電話で、男女共同参画課
　　　　☎（２７）２３５４へ
　　　※託児サービス（無料）あり

古傘布からマイバッグの
手作り講習会

▲

日時　２月２６日（火）
　　　午後１時３０分～４時

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　消費者友の会の皆さん

▲

定員　先着２０人（無料）

▲

持ち物　裁ちばさみ、30cm以上
　の定規、持ち運びできるミシン
　（お持ちの方）
■申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎（２３）８１５３へ

17

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

楽しいくらしの講座
「焼肉のたれにチャレンジ」

楽習講師企画講座
「ダンスレッスン・ジルバと
統一ルンバ」

▲

日時　３月５日、１９日、２６日
　　　　の各火曜日
　午後１時３０分～２時３０分

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

講師　井上千枝子さん

▲

定員　先着１０人（無料）

■

申込　２月２７日（水）までに、
　　　　電話で、生涯学習課
　　　　☎（６１）１１７４へ

▲

日時　２月２１日（木）
　午後１時３０分～3時３０分

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　消費者友の会の皆さん

▲

定員　先着３５人

▲

費用　５００円（材料費）
■申込　２月７日(木)以降、
　　　　電話で、交通生活課
　　　　☎(６１)１１５９へ

パレットプラザさの講座
「米粉の料理教室」

▲

日時　２月２５日（月）
　午前９時３０分～午後１時

▲

会場　城北地区公民館

▲

講師　渡辺明男さん（㈱波里）

▲

定員　先着３０人

▲

費用　２００円（材料費）

▲

持ち物　エプロン・三角巾

▲

主催　男女共同参画ネットワーク
　さの（佐野市地域女性連絡協議会）
■申込　２月１８日（月）までに、
　　　　電話で、男女共同参画課
　　　　☎（２７）２３５４へ

目に見える安心な食材で手作りのた
れを作りましょう。

楽習講師企画講座
「知っておきたい相続・遺言
セミナー」

▲

日時　①２月１８日（月）、
　②３月１０日（日）の各回
　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　城北地区公民館

▲

講師　行政書士グループかたくり

▲

定員　先着３０人

▲

費用　５００円

■

申込　①２月１３日(水)、
　②３月６日（水）までに、電話で、
　生涯学習課☎（６１）１１７４へ

初心者のためのジルバとルンバのダ
ンスレッスンです。

楽習講師企画講座
「ダンスレッスン・白樺ジャ
イブとラブリールンバ」

▲

日時　３月７日、１４日、２８日
　　　　の各木曜日
　　　　午後２時～３時３０分

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

講師　井上千枝子さん

▲

定員　先着１０人（無料）

■

申込　２月２７日（水）までに、
　　　　電話で、生涯学習課
　　　　☎（６１）１１７４へ

今のうちから備えておきましょう。中級コースのジャイブとルンバのダ
ンスレッスンです。

手話講習会（短期コース）

▲

日時　①３月２日（土）
　　　　②３月９日（土）（全２回）
　　　　午前１０時～正午

▲

会場　総合福祉センター

▲

定員　先着３０人（無料）

■

申込　電話で、社会福祉協議会
　　　　☎(２２)８１３６へ

冬のあったか料理「パオ作り教室」

▲

日時　２月２２日（金）  
　 午前９時３０分～
　１１時３０分

▲

会場　常盤地区公民館

▲

講師　田澤テル子さん

▲

定員・費用　先着１５人・５００円

■

申込　２月５日（火）以降、
　　　　直接または電話で、
　　　　同館☎(８５)３６５７へ

簡単な手話を学びましょう。



KOUHOU SANO
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　１月１３日、文化会館・田沼中央公民館・葛

生あくとプラザの３会場で成人式が行われまし

た。

　佐野市では、式の運営は新成人で構成された

企画運営委員により行われており、第１部の式

典が厳かに行われたあとは、第２部として、そ

れぞれの会場で抽選会やビンゴ大会などが行わ

れ、各会場とも笑い声と笑顔のあふれたイベン

トとなりました。

　式を終え、会場から出てきた成人たちは、久

しぶりに顔を会わせた友人たちと声を掛け合い

ながら記念写真を撮りあったり、小学校時代の

タイムカプセルを開封したりして、人生の節目

となるこの日を思い思いに楽しみました。

　新成人は ｢責任感を持って成長していきたい

です｣｢今後は親孝行していきたい｣などと、真っ

直ぐな瞳でいきいきと話してくれました。

18

市内３つの会場で、成人式が行われました

　１月１２日、佐野市出身の元プロ野球選手・石井琢朗さん

のトークショーや野球教室が行われました。

　文化会館ではプロ野球現役引退と広島東洋カープ１軍コー

チへの就任を記念したトークショーが開催されました。会場

に訪れた約８００人の観衆を前に、佐野で過ごした少年時代

や現役時代の思い出などをユーモアを交えて披露しました。

　この日のトークショーでは、佐野ブランド大使・ダイアモ

ンド　ユカイさんも駆けつけ、佐野ふるさと特使である石井

さんと佐野の魅力などを対談。最近、佐野に住みだしたユカ

イさんと、佐野を外から見ている石井さん、それぞれの視点

で話を交わしました。

　また、午後には佐野駅前交流広場で、小学生を対象に野球

教室が開催されました。石井さんはボールの投げ方やゴロの

取り方、走塁・打撃の基本などを丁寧に指導。「プロの練習

でもこうした基本の練習から始める。基本の練習をしっかり

してください」と子どもたちに話しました。

　プロ生活で通算２，４３２本もの安打（歴代第１１位）を放つなど、数々の偉業を成し遂げ、惜しまれ

つつ現役を引退した石井さんは、今シーズンから広島東洋カープの 1軍内野守備・走塁コーチに就任し、

指導者として更なる活躍が期待されます。また ｢佐野ふるさと特使｣ して、引き続き佐野市のＰＲにご協

力いただく予定です。

石井琢朗さんのトークショー＆野球教室
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「広報さの」をお手伝いいただく

市民記者を募集します
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　１月６日、新春恒例の佐野市消防団出初め式が、

市役所建設予定地南側、県道桐生・岩舟線の佐

野駅前交差点付近を会場に実施されました。

　この出初め式は、市民の安全を守る消防団員

の士気の高揚と、充実した装備をご覧いただく

ことを目的に、毎年１月に開催しています。今

年も消防団員約５００人、ポンプ車やはしご車

など消防車両６０台が参加して、壮大な街頭行

進が行われました。

　また、女性防火クラブ、幼年消防クラブおよ

び少年少女消防クラブの行進も行われ、沿道の

皆さんに ｢火の用心｣ を呼びかけました。

　ほかに、とび職組合に

よるはしご乗りや、佐野

消防署員によるはしご

車からの降下訓練も披露

され、沿道につめかけた

たくさんの観客から、大

きな拍手と歓声がわき起

こっていました。

ご
飯
の
お
か
ず
を

ア
セ
モ
ン
と
い
っ
た

　

主
食
（
ご
飯
）
に
添
え
て
食
べ
る
も
の
を
共
通
語
で
、
お

か
ず
・
お
菜さ
い

・
副
食
物
な
ど
と
い
い
ま
す
が
、
佐
野
方
言
で

は
ア
セ
モ
ン
・
ア
セ
・
カ
テ
・
ハ
シ
ヤ
ス
メ
な
ど
と
い
い
ま
す
。

　

「
戦
時
中
は
ア
セ
モ
ン
が
ネ
ー
（
な
い
）
も
ん
だ
か
ら
、
ベ

ン
ト
バ
チ
（
弁
当
箱
）
に
は
い
つ
も
梅
干
し
一
個
。
こ
れ
が

麦
飯
の
真
ん
中
に
の
せ
て
あ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
ヒ
ノ
マ
ル

ベ
ン
ト
ー
（
日
の
丸
弁
当
）
な
ん
て
言
っ
た
っ
け
ね
ー
」

　

主
食
に
は
数
種
類
の
お
か
ず
を
取
り
合
わ
せ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
食
べ
物
を
「
合
わ
せ
物
」
と
い
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
訛な
ま

っ
て
ア
セ
モ
ン
と
な
り
、
さ
ら
に
省
略
し
て
ア
セ
と
も

い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
や
そ
ば
な
ど
に
は
、
ゆ
で
た
白
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
・

大
根
な
ど
を
添
え
て
食
べ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
カ
テ

と
い
い
ま
す
。

　

「
そ
ば
の
カ
テ
に
は
、
ナ
ン
ツ
ッ
タ
ッ
テ
（
何
と
い
っ
て
も
）

ゆ
で
た
菜
っ
葉
か
大
根
ダ
ン
べ
ね
ー
。
こ
れ
が
あ
る
と
余
計

に
食
べ
ら
れ
ッ
カ
ン
ネ
ー
（
る
か
ら
ね
）」

　

ご
飯
の
量
を
増
や
す
た
め
に
、
粟あ
わ

・
稗ひ
え

・
麦
・
芋い
も

な
ど
を

混
ぜ
て
炊た

い
た
も
の
を
共
通
語
で
糅か
て

と
い
い
ま
し
た
。
こ
の

意
が
転
じ
て
、
ご
飯
に
添
え
る
お
か
ず
を
カ
テ
と
い
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ハ
シ
ヤ
ス
メ
（
箸
休
め
）
は
、
元
来
食
事

の
途
中
で
気
分
転
換
さ
せ
た
り
、
味
覚
を
新
鮮
に
す
る
た
め

の
簡
単
な
つ
ま
み
物
を
い
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
な
っ
て
、

一
般
に
い
う
お
か
ず
を
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　「広報さの」では、この「まちの話題」のコーナー

などで、市民記者の皆さんからお寄せいただいた

記事を随時掲載し、地域の身近な話題を紹介して

います。

　この度、平成２５年度からの市民記者を募集しま

すので、興味をお持ちの方はぜひご応募ください。

▲

対象　市内にお住まいの２０歳以上の方

▲

定員　若干名（１５人まで）

▲

任期　平成２５年４月から平成２７年３月まで

▲

内容　地域情報や話題の提供、広報さのへの

　　　　記事の提供など

▲

その他　

• 　個人の宣伝、営利目的、政治的活動、その他不適

　当と判断されるものは掲載できません

• 　報酬はありません

■申込　２月２８日（木）までに、電話で、

　　　　広報広聴係☎（２０）３０３７へ

　　　※住所・氏名・生年月日をお知らせください

佐
野
市
消
防
団
出
初
め
式

が
開
催

市民記者になって、

身近な地域での話題や情報

をお知らせください



関
ヶ
原
と
信
吉
の
転
機

広
報
さ
の　
■
平
成
２５
年
２
月
１
日
号

■
編
集　

佐
野
市 

政
策
調
整
課

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す 〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１

URL http://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　 ７１人　●死亡 １３４人

●婚姻　 ７１組　●離婚　 １５組

●転入 １８９人    ●転出 ２０９人

人口の動き（１２月分）

 ●人口１２３，４８２人（－８３） 　●世帯４９，０８７戸（－９）

　　男　６０，８９０人（－４０）　　　 （　）は前月比

　　女      ６２，５９２人（－４３）

人口と世帯数（１月１日現在）

西巻孝仁・幸子さん（富岡町） 書上琢磨・比登美さん（石塚町）

佐野
自
分
の
時
間
を

　自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　ゆっ
た
り
と
楽
し
む

自
分
の
時
間
を

　自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　ゆっ
た
り
と
楽
し
む

自
分
の
時
間
を

　自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　ゆっ
た
り
と
楽
し
む

自
分
の
時
間
を

　自
分
ら
し
く
生
き
る

　
　ゆっ
た
り
と
楽
し
む

2月10日(日)10時～12時
～入居相談会開催～

ホームページ http//tbcss.co.jp/

　

天
徳
寺
宝
衍
の
後
を
う
け
、

佐
野
家
に
婿
養
子
と
し
て
迎
え

ら
れ
て
家
督
を
継
い
だ
の
が
佐

野
信
吉
で
す
。
信
吉
の
父
・
富

田
知
信
は
近
江
国
の
出
身
で
、

豊
臣
秀
吉
に
重
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
信
吉
の
佐

野
家
へ
の
婿
入
り
に
は
秀
吉
の

意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

唐
沢
山
城
跡
の
本
丸
周
辺
に

見
ら
れ
る
高
石
垣
は
、
今
日
ま

で
そ
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
堅
牢
な
石
垣
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
天
徳
寺
宝
衍

や
信
吉
の
時
代
に
秀
吉
と
の
つ

な
が
り
を
通
じ
て
西
日
本
の
高

い
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
秀
吉
の
死
後
に
家

康
の
勢
力
が
増
す
と
、
慶
長
５

（
１
６
０
０
）
年
の
会
津
征
伐
の

際
に
、
信
吉
は
家
康
か
ら
の
命

で
、
小
山
城
内
の
普
請
と
そ
の

周
囲
の
陣
小
屋
の
建
設
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
関
ヶ
原
の

戦
い
が
開
始
さ
れ
る
と
、
信
吉

は
北
方
へ
の
抑
え
と
な
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
信
吉
は
豊
臣
と

徳
川
の
天
下
の
分
け
目
の
な
か

で
、
一
族
の
存
続
を
め
ぐ
っ
て

徳
川
方
へ
の
転
身
と
い
う
重
要

な
決
断
を
下
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
信
吉
は
こ
の
戦
い

の
同
時
期
に
佐
野
城（
現
在
の
城

山
公
園
一
帯
）
へ
と
移
城
す
る

こ
と
と
な
り
、
唐
沢
山
城
の
最

後
の
城
主
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

国指定史跡を目指して！　№４７
生涯学習課
 ☎（６１）１１７４

太田麻生・奈々さん（高萩町）

馨
け い と

斗ちゃん 平成２４年８月生 麗
れ あ

歩ちゃん平成２３年７月生

▲

町田陽一・朋子さん（山越町）

唐沢山神社の東側に残る石垣

瑠
る い

音ちゃん平成２４年１０月生
萌
め い

衣ちゃん

碧
あおい

惟ちゃん

平成２１年１２月生

平成２３年　４月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）


